
前回は「忍術の原点と孫子の兵
法」と題して、奈良朝までの神道文化
と仏教文化が混合していた時代背
景のもと、忍術が「孫子の兵法」とど
う結びつき日本独特の山伏兵法とし
て形成されていったのかを解明し、日
本の新しい兵法として発展した歴史
を探った。
今回は、平安朝から源平期・鎌倉
期までの忍術について触れてみよう
と思う。
平安朝の忍術の主な特徴は、陰陽
思想を取り入れながら、密教との深い
関係をもって全国に拡大したことで
ある。平安朝に入って全国に密教寺
院が建てられた。密教寺院は、寺院
が持つ荘園の確守と密教の発展の
ため僧兵を擁するようになった。山伏
兵法は山伏からこの密教寺院の僧
兵に広がっていった。

（１）安倍晴明と陰陽道
平安時代の初期から中期にかけ

て、貴族文化はめざましい発展を遂
げた。中国から輸入された易学・天文
学・薬学などは、この時期に「陰陽
道」として確立された。
陰陽道は平安朝初期から中期に

かけて、貴族文化の発展と共に貴族
との結びつきを深め、特に密教の大
寺院との関係を深めていった。このよ
うにして陰陽道の易学・天文学・薬学

等々の知識が密教寺院によって積極
的に取り入れられ、延暦寺・金剛峰寺
等は、僧に経典の修得だけではなく、
修行鍛錬の一分野として易学・天文
学・薬学を学ばせたのである。布教に
もこの知識を大いに役立てた。
また、忍術の分野の一つに「察気
術」という方術がある。これは気を見
て、吉凶禍福を直覚する術である。
忍者の中に「陽忍」（表だって忍者と
名乗っている者）と「陰忍」（忍者と悟
られず陰で動く忍者）などという言葉が
使われるのも、陰陽道からの影響である。
この陰陽道を確立したのは安倍晴
明（921～1005）である。彼の出自は
諸説あり定かではない。母は和泉の
人で和泉の国に住む老狐という説も
ある。これは当時あった霊狐信仰か
ら民衆が言い伝えたものであろう。も
ちろん伝説であり真実ではない。
安倍晴明は、超能力者でもなく陰
陽寮で陰陽師賀茂忠行・保憲より天
文学・易学・薬学等 を々学んだ普通の
学者である。しかし、彼の占いの的中
率は密教の高僧の祈祷の効力を上
回り、民衆は安倍晴明に厄病退散、
病気平癒を依頼した。これが朝廷に
伝わり召し出された。そして、天皇等
や貴族の相談やら易学・薬学等知識
を使って信頼を得ていった。
この時期の世相が不安定であり、
医学・薬学が未だ未発達であったか
らこそ、いかにも断定的な言葉づか
いで人を信用させる能力が優れてい
た安倍晴明に注目が集まった。そして、

朝廷から天文博士、陰陽頭の官職も
賜った。
日本の迷信には陰陽道により創ら
れたものが多い。要するにマインド・コ
ントロールである。貴族社会が崩壊へ
の道を辿る過程で不穏な出来事が
多発した。その時に貴族・民衆は民
間の陰陽道に縋ったのである。
安倍晴明は、占いをする時はいつ

も「三尺鬼」と称する三尺の木に鬼を
先端につけた棒を使っていたと云わ
れている。三尺鬼は依頼者に対して
マインド・コントロールするための道具
にすぎない。実際、占いの的中率を高
める陰ながらの裏工作をしたのは、忍
術をつかう忍者であったのではない
かと考えられている。貴族や民衆など
の依頼者から占い等の依頼があれ
ば、安倍晴明は事前に依頼者周辺
に忍者を放ち、事象、現象を調べさ
せ、晴明の占い、予言が中るように事
前に裏工作していたと考えられる。陰
陽師は占いでもって邪気を祓うこと
を生業としていたので、的中率の如
何で大きく収入に差が出る職業であ
る。例えば、依頼により病・災いを訴え
る家に出向いたときは、安倍晴明は
瞑目してしばらく心、気を鎮めおもむ
ろに陰陽の占いをする。そして、家人
に向かって「この邸の西北の隅に古
井戸ありや」と大声で叫ぶと、家人は
「あり」と答える。「その井戸の内に金
精という鏡が閉じ込められて泣いて
いる。この家の病・災いはその金精
の災いのせいじゃ。早速掘り出して

その金精の鏡をとりだし三七日の間、
祭られるとよい。災いはかならず退散
しよう」と占い予言をしたとする。早速
家人は井戸を掘りかえすと、そこの
泥の中から金精の鏡が現れる。
普通、病・災いは三七日もじっと寝

ておれば免疫力で治るものである。
心理療法で巧みにマインド・コントロー
ルしたのである。晴明が雇っている三
尺鬼＝忍者が前もって金精の鏡を放
りこんでいたのであろう。晴明はかな
りの陰の忍者組織をもっていたので
はないか。安倍晴明の陰に忍者あり
である。奸家心理をキャッチして、まず
頭から晴明を崇拝させるコツを心得
ていた人物と筆者はみている。当時
は医学・薬学・化学も未発達の時代
である。祈祷も然り何かに縋りたいと
いう心理を巧みに利用したのであろう。

（２）甲賀族と服部族
甲賀といえば甲賀三郎兼家という
武将がいる。兼家が伊賀・甲賀を支
配下にしていたのは朱雀天皇の天
慶年間（938～946）と云われている。
彼は信濃の国司、諏訪左衛門源重
頼の三男である。平将門の乱や藤原
秀郷の乱で功績を挙げ、乱後甲賀・
伊賀の郡司となった。甲賀三郎兼家
の実在は史料がなく確証はないが、
伊賀の国敢国神社近くの佐那具の
地に居館を構えていたと云われてい
る。この敢国神社には甲賀三郎兼家
を祀った祠が現存している。また、甲
賀と伊賀の郡境に諏訪という集落が
あり、信濃の国の諏訪明神を祭神と
する諏訪大社が、集落の中心部に祀
られている。このことからして諏訪氏
の出身である甲賀三郎兼家が一族

郎党を引き連れて信濃から甲賀・伊
賀へ移住したと思われる。彼の子孫
が甲賀に棲みつき、甲賀の忍家と云
われているのが、望月家である。
伊賀の服部氏の祖は、聖徳太子

を支えた渡来人の秦氏である。京都
の太秦はこの秦氏が居住地としてい
たことから名付けられたと云われて
いる。秦氏は歌唱・舞踊・力技・軽技・
奇術・腹話術・人形劇・動物劇等々
いろいろな大陸文化を伝えた。これら
は日本では今でも神社の祭礼に利用
され、百姓の農閑期の娯楽として大
いに広まった。伊賀の服部氏は、衣
服等を作る呉服部族である。「呉服」
部族から服部という氏としての名が
生まれたと云われている。伊賀市に
は今でも呉服、組みひものような小間
物が特産品として残っているのが何
よりの証拠と考えている。

（１）実戦としての忍術
平安末期になって、天下動乱の兆

しの中で山伏兵法はより実際の戦闘
に使われ始めた。いわゆる鞍馬八流
と云われた忍術である。兵法・武術・
忍術が独立した形で分離し始めた
時期であった。源義経が鞍馬山でこ
の鞍馬八流を学び修行している。京
の五条大橋（現在ある五条大橋で
はなく、実際はすこし下流に架かる
松原橋と云われている）での弁慶と
の対決はあまりにも有名な話である。
鞍馬八流という忍術は伊賀・甲賀の
地侍に引き継がれていった。
源平合戦における義経の武将と

しての戦い方は、この鞍馬八流とい
う忍術が根底にある。この忍術の流
儀は身軽に「飛び回る」事が主眼に
置かれている。すなわち跳躍術が武
技の基本となっている。事実義経は
跳躍と奇兵（不意を討つ戦法。これ
に対する語は正兵）を得意とした。
壇ノ浦合戦では、20キロという大

鎧を身に着けたまま八艘跳びの妙
技を見せて、敵の大将平知盛を追
い詰めた。また、一ノ谷の合戦では、
鹿も通らぬ険路からの攻撃を強行し、
ヒヨドリ越えの合戦と歴史上云われ
ている腰も竦む絶壁の上から騎馬で
の逆落としを成功させ、平家を奇兵
作戦で攻撃し、屋島へと敗走させた。
少し話は逸れるが、兄頼朝は源義
経が平家を滅亡させたという功績が
あったにも関わらず、義経に対して
追討命令を下している。最後は平泉
の藤原泰時に攻めさせ自刃させた。
現代では歌舞伎等の題材にもなり、
全国各地で上演されている。この兄
弟の亀裂の原因を作ったのが義経
軍の軍師役であった梶原景時と云
われている。それはなぜか。源義経
と梶原景時とは戦略の根本的な考
え方がまったく相違していたからで
ある。その違いとは、まず義経は鞍馬
山という鞍馬八流を生んだという忍
術的で奇想天外な修験道の本山と
もいうべき風土で育っており、勝って
相手を倒すことのためには手段を選
ばないという実戦的でタイミングを逃
さない思考尺度を持っていた。これ
に対して梶原景時は、根っからの関
東の坂東武者である。武将という者
はお互い名乗りをあげ正々堂 と々一
騎打ちでの命のやり取りで勝負を決

する。奇襲などは邪道であり、お互い
の誇りを大切にするという正兵をもっ
て戦うという思考尺度を持っていた。
従ってお互い、戦いのたびに戦略
面で悉く対立をしていたのである。
この状況を景時は逐一頼朝に対し
て報告を怠らなかった。これに対し
て義経は頼朝に報告もせず結果的
に真逆の行動をとっていたのである。
義経は報連相より結果でもって頼
朝に認められようとした。これは結
果的に義経に不幸をもたらした。こ
の時、頼朝はすでに戦後の武家政
権確立の構想を考えていたにも拘
らず、義経は目の前の敵を倒すこと
に専念し過ぎた。ここに頼朝と義経
の間を取り持つ武将がいたとしたら
戦後の状況はかなり違っていたは
ずである。義経にはこの戦後処理と
戦勝後の武家政治をどのように樹
立するのかという将来構想の発想
ができなかった。鞍馬山で修行ばか
りしていたのでこの政治判断ができ
なかったことは不幸であったとしか
言いようがないであろう。これに対し
源頼朝としては、梶原景時は平家
に従っていたので京の公家の状況
をよく知る重要な家臣と看做してい
た。武家政権の樹立という目標を達
成するためには、重要な家臣であっ
たのである。平家滅亡後は、まだ政
権が盤石でない幕府にとって、頼朝
は義経を我が身や幕府そのものを
脅かす不要の人物と判断したので
あろう。お互い視る方向が違ってい
たのである。

（２）百地氏の台頭
伊賀の国、友生村喰代（伊賀上
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野市の東南方面）に遠峯山永保寺
がある。1082年百地氏が白河天皇
（在位1073～1087・72代天皇）の勅
願寺として建立した。宗派は真言宗
である。百地氏は伊賀流発祥の地と
目される四十九院の友生村一体の
国衆である。
百地氏は北面の武士として、一時
期朝廷の護衛をしていたので中央
政庁ともつながりを持ち、伊賀に強い
勢力を持ち始めた。伊賀は古くから
服部氏が支配していたが、伊賀の南
方面から服部氏の勢力を排除して
いった。そして赤目四十八滝で伊賀
忍術の修練を積んだ。伊賀の北方面
を服部氏の支族である藤林氏、伊賀
の中央地域は服部氏、伊賀の南方
面を百地氏と支配地を分けたのであ
る。藤林・服部・百地を上忍御三家と
言った。
また、本題から逸れるが後年、織
田信長は、独立国家を形成していた
甲賀・伊賀地方の支配に乗り出した。
織田信雄（織田信長の二男）との戦
い「第一次天正伊賀の乱」では、この
上忍御三家が協力して信雄軍を奇
襲・夜襲等の忍術を駆使して敗走さ
せたことはあまりにも有名な話であ
る。しかし、「第二次天正伊賀の乱」
では信長は第一次の8千の兵から5
万の兵に増やし甲賀・伊賀の民も含
め三万人を皆殺しにした。これにより
伊賀・甲賀の忍者は全国に飛散して
各戦国大名に召し抱えられたので
ある。徳川家康は信長には密かに
伊賀衆・甲賀衆を召し抱えた。これ
が本能寺の変後の「神君、伊賀越
え」と繋がるのである。

禅と忍術
鎌倉時代、伊賀・甲賀地域は外部

に対して堅く鎖国主義をとり、内政を
国衆の合議制としていた。伊賀の国
を北の藤林氏、中央を服部氏、南を
百地氏と定め、お互い相互不可侵と
した。従って、織田信長に攻撃される
まで上忍御三家が治める平和な時
が過ぎて行った。
鎌倉時代の特徴は、中国から

「禅」の思想が渡来したことにある。
禅は宗教というよりは、その内容は哲
学に近い。禅は心の思惟、思念の極
みに自由自在の仏の世界があると考
えた。それに達する方法として心身の
鍛錬をする。ある意味古くからある日
本の修験道に通じるところがあるの
である。禅は「観念の固定化」を忌み
嫌うところがあり、忍術も剣術と違い
秘伝書という形に囚われないことが
忍術の要締とした。
忍術に禅の思想が入ることによっ

て、観念の固定、または観念への執
着を捨て、心、気持ちを常にたおや
かに保つこと、先入観をもたず澄ん
だ心で無の境地に入ることこそ忍術
を極める事であると説いている。鎌
倉時代の忍術は、戦いもあまりなく自
己の心身の鍛錬の様相を色濃く残
していた。
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の依頼者から占い等の依頼があれ
ば、安倍晴明は事前に依頼者周辺
に忍者を放ち、事象、現象を調べさ
せ、晴明の占い、予言が中るように事
前に裏工作していたと考えられる。陰
陽師は占いでもって邪気を祓うこと
を生業としていたので、的中率の如
何で大きく収入に差が出る職業であ
る。例えば、依頼により病・災いを訴え
る家に出向いたときは、安倍晴明は
瞑目してしばらく心、気を鎮めおもむ
ろに陰陽の占いをする。そして、家人
に向かって「この邸の西北の隅に古
井戸ありや」と大声で叫ぶと、家人は
「あり」と答える。「その井戸の内に金
精という鏡が閉じ込められて泣いて
いる。この家の病・災いはその金精
の災いのせいじゃ。早速掘り出して

その金精の鏡をとりだし三七日の間、
祭られるとよい。災いはかならず退散
しよう」と占い予言をしたとする。早速
家人は井戸を掘りかえすと、そこの
泥の中から金精の鏡が現れる。
普通、病・災いは三七日もじっと寝

ておれば免疫力で治るものである。
心理療法で巧みにマインド・コントロー
ルしたのである。晴明が雇っている三
尺鬼＝忍者が前もって金精の鏡を放
りこんでいたのであろう。晴明はかな
りの陰の忍者組織をもっていたので
はないか。安倍晴明の陰に忍者あり
である。奸家心理をキャッチして、まず
頭から晴明を崇拝させるコツを心得
ていた人物と筆者はみている。当時
は医学・薬学・化学も未発達の時代
である。祈祷も然り何かに縋りたいと
いう心理を巧みに利用したのであろう。

（２）甲賀族と服部族
甲賀といえば甲賀三郎兼家という
武将がいる。兼家が伊賀・甲賀を支
配下にしていたのは朱雀天皇の天
慶年間（938～946）と云われている。
彼は信濃の国司、諏訪左衛門源重
頼の三男である。平将門の乱や藤原
秀郷の乱で功績を挙げ、乱後甲賀・
伊賀の郡司となった。甲賀三郎兼家
の実在は史料がなく確証はないが、
伊賀の国敢国神社近くの佐那具の
地に居館を構えていたと云われてい
る。この敢国神社には甲賀三郎兼家
を祀った祠が現存している。また、甲
賀と伊賀の郡境に諏訪という集落が
あり、信濃の国の諏訪明神を祭神と
する諏訪大社が、集落の中心部に祀
られている。このことからして諏訪氏
の出身である甲賀三郎兼家が一族

郎党を引き連れて信濃から甲賀・伊
賀へ移住したと思われる。彼の子孫
が甲賀に棲みつき、甲賀の忍家と云
われているのが、望月家である。
伊賀の服部氏の祖は、聖徳太子

を支えた渡来人の秦氏である。京都
の太秦はこの秦氏が居住地としてい
たことから名付けられたと云われて
いる。秦氏は歌唱・舞踊・力技・軽技・
奇術・腹話術・人形劇・動物劇等々
いろいろな大陸文化を伝えた。これら
は日本では今でも神社の祭礼に利用
され、百姓の農閑期の娯楽として大
いに広まった。伊賀の服部氏は、衣
服等を作る呉服部族である。「呉服」
部族から服部という氏としての名が
生まれたと云われている。伊賀市に
は今でも呉服、組みひものような小間
物が特産品として残っているのが何
よりの証拠と考えている。

（１）実戦としての忍術
平安末期になって、天下動乱の兆

しの中で山伏兵法はより実際の戦闘
に使われ始めた。いわゆる鞍馬八流
と云われた忍術である。兵法・武術・
忍術が独立した形で分離し始めた
時期であった。源義経が鞍馬山でこ
の鞍馬八流を学び修行している。京
の五条大橋（現在ある五条大橋で
はなく、実際はすこし下流に架かる
松原橋と云われている）での弁慶と
の対決はあまりにも有名な話である。
鞍馬八流という忍術は伊賀・甲賀の
地侍に引き継がれていった。
源平合戦における義経の武将と

しての戦い方は、この鞍馬八流とい
う忍術が根底にある。この忍術の流
儀は身軽に「飛び回る」事が主眼に
置かれている。すなわち跳躍術が武
技の基本となっている。事実義経は
跳躍と奇兵（不意を討つ戦法。これ
に対する語は正兵）を得意とした。
壇ノ浦合戦では、20キロという大

鎧を身に着けたまま八艘跳びの妙
技を見せて、敵の大将平知盛を追
い詰めた。また、一ノ谷の合戦では、
鹿も通らぬ険路からの攻撃を強行し、
ヒヨドリ越えの合戦と歴史上云われ
ている腰も竦む絶壁の上から騎馬で
の逆落としを成功させ、平家を奇兵
作戦で攻撃し、屋島へと敗走させた。
少し話は逸れるが、兄頼朝は源義
経が平家を滅亡させたという功績が
あったにも関わらず、義経に対して
追討命令を下している。最後は平泉
の藤原泰時に攻めさせ自刃させた。
現代では歌舞伎等の題材にもなり、
全国各地で上演されている。この兄
弟の亀裂の原因を作ったのが義経
軍の軍師役であった梶原景時と云
われている。それはなぜか。源義経
と梶原景時とは戦略の根本的な考
え方がまったく相違していたからで
ある。その違いとは、まず義経は鞍馬
山という鞍馬八流を生んだという忍
術的で奇想天外な修験道の本山と
もいうべき風土で育っており、勝って
相手を倒すことのためには手段を選
ばないという実戦的でタイミングを逃
さない思考尺度を持っていた。これ
に対して梶原景時は、根っからの関
東の坂東武者である。武将という者
はお互い名乗りをあげ正々堂 と々一
騎打ちでの命のやり取りで勝負を決

する。奇襲などは邪道であり、お互い
の誇りを大切にするという正兵をもっ
て戦うという思考尺度を持っていた。
従ってお互い、戦いのたびに戦略
面で悉く対立をしていたのである。
この状況を景時は逐一頼朝に対し
て報告を怠らなかった。これに対し
て義経は頼朝に報告もせず結果的
に真逆の行動をとっていたのである。
義経は報連相より結果でもって頼
朝に認められようとした。これは結
果的に義経に不幸をもたらした。こ
の時、頼朝はすでに戦後の武家政
権確立の構想を考えていたにも拘
らず、義経は目の前の敵を倒すこと
に専念し過ぎた。ここに頼朝と義経
の間を取り持つ武将がいたとしたら
戦後の状況はかなり違っていたは
ずである。義経にはこの戦後処理と
戦勝後の武家政治をどのように樹
立するのかという将来構想の発想
ができなかった。鞍馬山で修行ばか
りしていたのでこの政治判断ができ
なかったことは不幸であったとしか
言いようがないであろう。これに対し
源頼朝としては、梶原景時は平家
に従っていたので京の公家の状況
をよく知る重要な家臣と看做してい
た。武家政権の樹立という目標を達
成するためには、重要な家臣であっ
たのである。平家滅亡後は、まだ政
権が盤石でない幕府にとって、頼朝
は義経を我が身や幕府そのものを
脅かす不要の人物と判断したので
あろう。お互い視る方向が違ってい
たのである。

（２）百地氏の台頭
伊賀の国、友生村喰代（伊賀上
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野市の東南方面）に遠峯山永保寺
がある。1082年百地氏が白河天皇
（在位1073～1087・72代天皇）の勅
願寺として建立した。宗派は真言宗
である。百地氏は伊賀流発祥の地と
目される四十九院の友生村一体の
国衆である。
百地氏は北面の武士として、一時
期朝廷の護衛をしていたので中央
政庁ともつながりを持ち、伊賀に強い
勢力を持ち始めた。伊賀は古くから
服部氏が支配していたが、伊賀の南
方面から服部氏の勢力を排除して
いった。そして赤目四十八滝で伊賀
忍術の修練を積んだ。伊賀の北方面
を服部氏の支族である藤林氏、伊賀
の中央地域は服部氏、伊賀の南方
面を百地氏と支配地を分けたのであ
る。藤林・服部・百地を上忍御三家と
言った。
また、本題から逸れるが後年、織
田信長は、独立国家を形成していた
甲賀・伊賀地方の支配に乗り出した。
織田信雄（織田信長の二男）との戦
い「第一次天正伊賀の乱」では、この
上忍御三家が協力して信雄軍を奇
襲・夜襲等の忍術を駆使して敗走さ
せたことはあまりにも有名な話であ
る。しかし、「第二次天正伊賀の乱」
では信長は第一次の8千の兵から5
万の兵に増やし甲賀・伊賀の民も含
め三万人を皆殺しにした。これにより
伊賀・甲賀の忍者は全国に飛散して
各戦国大名に召し抱えられたので
ある。徳川家康は信長には密かに
伊賀衆・甲賀衆を召し抱えた。これ
が本能寺の変後の「神君、伊賀越
え」と繋がるのである。

禅と忍術
鎌倉時代、伊賀・甲賀地域は外部

に対して堅く鎖国主義をとり、内政を
国衆の合議制としていた。伊賀の国
を北の藤林氏、中央を服部氏、南を
百地氏と定め、お互い相互不可侵と
した。従って、織田信長に攻撃される
まで上忍御三家が治める平和な時
が過ぎて行った。
鎌倉時代の特徴は、中国から

「禅」の思想が渡来したことにある。
禅は宗教というよりは、その内容は哲
学に近い。禅は心の思惟、思念の極
みに自由自在の仏の世界があると考
えた。それに達する方法として心身の
鍛錬をする。ある意味古くからある日
本の修験道に通じるところがあるの
である。禅は「観念の固定化」を忌み
嫌うところがあり、忍術も剣術と違い
秘伝書という形に囚われないことが
忍術の要締とした。
忍術に禅の思想が入ることによっ

て、観念の固定、または観念への執
着を捨て、心、気持ちを常にたおや
かに保つこと、先入観をもたず澄ん
だ心で無の境地に入ることこそ忍術
を極める事であると説いている。鎌
倉時代の忍術は、戦いもあまりなく自
己の心身の鍛錬の様相を色濃く残
していた。
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前回は「忍術の原点と孫子の兵
法」と題して、奈良朝までの神道文化
と仏教文化が混合していた時代背
景のもと、忍術が「孫子の兵法」とど
う結びつき日本独特の山伏兵法とし
て形成されていったのかを解明し、日
本の新しい兵法として発展した歴史
を探った。
今回は、平安朝から源平期・鎌倉
期までの忍術について触れてみよう
と思う。
平安朝の忍術の主な特徴は、陰陽
思想を取り入れながら、密教との深い
関係をもって全国に拡大したことで
ある。平安朝に入って全国に密教寺
院が建てられた。密教寺院は、寺院
が持つ荘園の確守と密教の発展の
ため僧兵を擁するようになった。山伏
兵法は山伏からこの密教寺院の僧
兵に広がっていった。

（１）安倍晴明と陰陽道
平安時代の初期から中期にかけ

て、貴族文化はめざましい発展を遂
げた。中国から輸入された易学・天文
学・薬学などは、この時期に「陰陽
道」として確立された。
陰陽道は平安朝初期から中期に

かけて、貴族文化の発展と共に貴族
との結びつきを深め、特に密教の大
寺院との関係を深めていった。このよ
うにして陰陽道の易学・天文学・薬学

等々の知識が密教寺院によって積極
的に取り入れられ、延暦寺・金剛峰寺
等は、僧に経典の修得だけではなく、
修行鍛錬の一分野として易学・天文
学・薬学を学ばせたのである。布教に
もこの知識を大いに役立てた。
また、忍術の分野の一つに「察気
術」という方術がある。これは気を見
て、吉凶禍福を直覚する術である。
忍者の中に「陽忍」（表だって忍者と
名乗っている者）と「陰忍」（忍者と悟
られず陰で動く忍者）などという言葉が
使われるのも、陰陽道からの影響である。
この陰陽道を確立したのは安倍晴
明（921～1005）である。彼の出自は
諸説あり定かではない。母は和泉の
人で和泉の国に住む老狐という説も
ある。これは当時あった霊狐信仰か
ら民衆が言い伝えたものであろう。も
ちろん伝説であり真実ではない。
安倍晴明は、超能力者でもなく陰
陽寮で陰陽師賀茂忠行・保憲より天
文学・易学・薬学等 を々学んだ普通の
学者である。しかし、彼の占いの的中
率は密教の高僧の祈祷の効力を上
回り、民衆は安倍晴明に厄病退散、
病気平癒を依頼した。これが朝廷に
伝わり召し出された。そして、天皇等
や貴族の相談やら易学・薬学等知識
を使って信頼を得ていった。
この時期の世相が不安定であり、
医学・薬学が未だ未発達であったか
らこそ、いかにも断定的な言葉づか
いで人を信用させる能力が優れてい
た安倍晴明に注目が集まった。そして、

朝廷から天文博士、陰陽頭の官職も
賜った。
日本の迷信には陰陽道により創ら
れたものが多い。要するにマインド・コ
ントロールである。貴族社会が崩壊へ
の道を辿る過程で不穏な出来事が
多発した。その時に貴族・民衆は民
間の陰陽道に縋ったのである。
安倍晴明は、占いをする時はいつ

も「三尺鬼」と称する三尺の木に鬼を
先端につけた棒を使っていたと云わ
れている。三尺鬼は依頼者に対して
マインド・コントロールするための道具
にすぎない。実際、占いの的中率を高
める陰ながらの裏工作をしたのは、忍
術をつかう忍者であったのではない
かと考えられている。貴族や民衆など
の依頼者から占い等の依頼があれ
ば、安倍晴明は事前に依頼者周辺
に忍者を放ち、事象、現象を調べさ
せ、晴明の占い、予言が中るように事
前に裏工作していたと考えられる。陰
陽師は占いでもって邪気を祓うこと
を生業としていたので、的中率の如
何で大きく収入に差が出る職業であ
る。例えば、依頼により病・災いを訴え
る家に出向いたときは、安倍晴明は
瞑目してしばらく心、気を鎮めおもむ
ろに陰陽の占いをする。そして、家人
に向かって「この邸の西北の隅に古
井戸ありや」と大声で叫ぶと、家人は
「あり」と答える。「その井戸の内に金
精という鏡が閉じ込められて泣いて
いる。この家の病・災いはその金精
の災いのせいじゃ。早速掘り出して

その金精の鏡をとりだし三七日の間、
祭られるとよい。災いはかならず退散
しよう」と占い予言をしたとする。早速
家人は井戸を掘りかえすと、そこの
泥の中から金精の鏡が現れる。
普通、病・災いは三七日もじっと寝

ておれば免疫力で治るものである。
心理療法で巧みにマインド・コントロー
ルしたのである。晴明が雇っている三
尺鬼＝忍者が前もって金精の鏡を放
りこんでいたのであろう。晴明はかな
りの陰の忍者組織をもっていたので
はないか。安倍晴明の陰に忍者あり
である。奸家心理をキャッチして、まず
頭から晴明を崇拝させるコツを心得
ていた人物と筆者はみている。当時
は医学・薬学・化学も未発達の時代
である。祈祷も然り何かに縋りたいと
いう心理を巧みに利用したのであろう。

（２）甲賀族と服部族
甲賀といえば甲賀三郎兼家という
武将がいる。兼家が伊賀・甲賀を支
配下にしていたのは朱雀天皇の天
慶年間（938～946）と云われている。
彼は信濃の国司、諏訪左衛門源重
頼の三男である。平将門の乱や藤原
秀郷の乱で功績を挙げ、乱後甲賀・
伊賀の郡司となった。甲賀三郎兼家
の実在は史料がなく確証はないが、
伊賀の国敢国神社近くの佐那具の
地に居館を構えていたと云われてい
る。この敢国神社には甲賀三郎兼家
を祀った祠が現存している。また、甲
賀と伊賀の郡境に諏訪という集落が
あり、信濃の国の諏訪明神を祭神と
する諏訪大社が、集落の中心部に祀
られている。このことからして諏訪氏
の出身である甲賀三郎兼家が一族

郎党を引き連れて信濃から甲賀・伊
賀へ移住したと思われる。彼の子孫
が甲賀に棲みつき、甲賀の忍家と云
われているのが、望月家である。
伊賀の服部氏の祖は、聖徳太子

を支えた渡来人の秦氏である。京都
の太秦はこの秦氏が居住地としてい
たことから名付けられたと云われて
いる。秦氏は歌唱・舞踊・力技・軽技・
奇術・腹話術・人形劇・動物劇等々
いろいろな大陸文化を伝えた。これら
は日本では今でも神社の祭礼に利用
され、百姓の農閑期の娯楽として大
いに広まった。伊賀の服部氏は、衣
服等を作る呉服部族である。「呉服」
部族から服部という氏としての名が
生まれたと云われている。伊賀市に
は今でも呉服、組みひものような小間
物が特産品として残っているのが何
よりの証拠と考えている。

（１）実戦としての忍術
平安末期になって、天下動乱の兆

しの中で山伏兵法はより実際の戦闘
に使われ始めた。いわゆる鞍馬八流
と云われた忍術である。兵法・武術・
忍術が独立した形で分離し始めた
時期であった。源義経が鞍馬山でこ
の鞍馬八流を学び修行している。京
の五条大橋（現在ある五条大橋で
はなく、実際はすこし下流に架かる
松原橋と云われている）での弁慶と
の対決はあまりにも有名な話である。
鞍馬八流という忍術は伊賀・甲賀の
地侍に引き継がれていった。
源平合戦における義経の武将と

しての戦い方は、この鞍馬八流とい
う忍術が根底にある。この忍術の流
儀は身軽に「飛び回る」事が主眼に
置かれている。すなわち跳躍術が武
技の基本となっている。事実義経は
跳躍と奇兵（不意を討つ戦法。これ
に対する語は正兵）を得意とした。
壇ノ浦合戦では、20キロという大

鎧を身に着けたまま八艘跳びの妙
技を見せて、敵の大将平知盛を追
い詰めた。また、一ノ谷の合戦では、
鹿も通らぬ険路からの攻撃を強行し、
ヒヨドリ越えの合戦と歴史上云われ
ている腰も竦む絶壁の上から騎馬で
の逆落としを成功させ、平家を奇兵
作戦で攻撃し、屋島へと敗走させた。
少し話は逸れるが、兄頼朝は源義
経が平家を滅亡させたという功績が
あったにも関わらず、義経に対して
追討命令を下している。最後は平泉
の藤原泰時に攻めさせ自刃させた。
現代では歌舞伎等の題材にもなり、
全国各地で上演されている。この兄
弟の亀裂の原因を作ったのが義経
軍の軍師役であった梶原景時と云
われている。それはなぜか。源義経
と梶原景時とは戦略の根本的な考
え方がまったく相違していたからで
ある。その違いとは、まず義経は鞍馬
山という鞍馬八流を生んだという忍
術的で奇想天外な修験道の本山と
もいうべき風土で育っており、勝って
相手を倒すことのためには手段を選
ばないという実戦的でタイミングを逃
さない思考尺度を持っていた。これ
に対して梶原景時は、根っからの関
東の坂東武者である。武将という者
はお互い名乗りをあげ正々堂 と々一
騎打ちでの命のやり取りで勝負を決

する。奇襲などは邪道であり、お互い
の誇りを大切にするという正兵をもっ
て戦うという思考尺度を持っていた。
従ってお互い、戦いのたびに戦略
面で悉く対立をしていたのである。
この状況を景時は逐一頼朝に対し
て報告を怠らなかった。これに対し
て義経は頼朝に報告もせず結果的
に真逆の行動をとっていたのである。
義経は報連相より結果でもって頼
朝に認められようとした。これは結
果的に義経に不幸をもたらした。こ
の時、頼朝はすでに戦後の武家政
権確立の構想を考えていたにも拘
らず、義経は目の前の敵を倒すこと
に専念し過ぎた。ここに頼朝と義経
の間を取り持つ武将がいたとしたら
戦後の状況はかなり違っていたは
ずである。義経にはこの戦後処理と
戦勝後の武家政治をどのように樹
立するのかという将来構想の発想
ができなかった。鞍馬山で修行ばか
りしていたのでこの政治判断ができ
なかったことは不幸であったとしか
言いようがないであろう。これに対し
源頼朝としては、梶原景時は平家
に従っていたので京の公家の状況
をよく知る重要な家臣と看做してい
た。武家政権の樹立という目標を達
成するためには、重要な家臣であっ
たのである。平家滅亡後は、まだ政
権が盤石でない幕府にとって、頼朝
は義経を我が身や幕府そのものを
脅かす不要の人物と判断したので
あろう。お互い視る方向が違ってい
たのである。

（２）百地氏の台頭
伊賀の国、友生村喰代（伊賀上

平安朝・源平期を経て鎌倉期までの忍術の変遷

野市の東南方面）に遠峯山永保寺
がある。1082年百地氏が白河天皇
（在位1073～1087・72代天皇）の勅
願寺として建立した。宗派は真言宗
である。百地氏は伊賀流発祥の地と
目される四十九院の友生村一体の
国衆である。
百地氏は北面の武士として、一時
期朝廷の護衛をしていたので中央
政庁ともつながりを持ち、伊賀に強い
勢力を持ち始めた。伊賀は古くから
服部氏が支配していたが、伊賀の南
方面から服部氏の勢力を排除して
いった。そして赤目四十八滝で伊賀
忍術の修練を積んだ。伊賀の北方面
を服部氏の支族である藤林氏、伊賀
の中央地域は服部氏、伊賀の南方
面を百地氏と支配地を分けたのであ
る。藤林・服部・百地を上忍御三家と
言った。
また、本題から逸れるが後年、織
田信長は、独立国家を形成していた
甲賀・伊賀地方の支配に乗り出した。
織田信雄（織田信長の二男）との戦
い「第一次天正伊賀の乱」では、この
上忍御三家が協力して信雄軍を奇
襲・夜襲等の忍術を駆使して敗走さ
せたことはあまりにも有名な話であ
る。しかし、「第二次天正伊賀の乱」
では信長は第一次の8千の兵から5
万の兵に増やし甲賀・伊賀の民も含
め三万人を皆殺しにした。これにより
伊賀・甲賀の忍者は全国に飛散して
各戦国大名に召し抱えられたので
ある。徳川家康は信長には密かに
伊賀衆・甲賀衆を召し抱えた。これ
が本能寺の変後の「神君、伊賀越
え」と繋がるのである。

禅と忍術
鎌倉時代、伊賀・甲賀地域は外部

に対して堅く鎖国主義をとり、内政を
国衆の合議制としていた。伊賀の国
を北の藤林氏、中央を服部氏、南を
百地氏と定め、お互い相互不可侵と
した。従って、織田信長に攻撃される
まで上忍御三家が治める平和な時
が過ぎて行った。
鎌倉時代の特徴は、中国から

「禅」の思想が渡来したことにある。
禅は宗教というよりは、その内容は哲
学に近い。禅は心の思惟、思念の極
みに自由自在の仏の世界があると考
えた。それに達する方法として心身の
鍛錬をする。ある意味古くからある日
本の修験道に通じるところがあるの
である。禅は「観念の固定化」を忌み
嫌うところがあり、忍術も剣術と違い
秘伝書という形に囚われないことが
忍術の要締とした。
忍術に禅の思想が入ることによっ

て、観念の固定、または観念への執
着を捨て、心、気持ちを常にたおや
かに保つこと、先入観をもたず澄ん
だ心で無の境地に入ることこそ忍術
を極める事であると説いている。鎌
倉時代の忍術は、戦いもあまりなく自
己の心身の鍛錬の様相を色濃く残
していた。

〈参考文献〉
「忍術の歴史」　上野市観光協会
「忍者の歴史」　山田雄司　角川選書
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フィリピン第３の都市
「ダバオ」
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フィリピンは約7,000の島々からな
る多島国家です。北からルソン地域、
ビサヤ地域、ミンダナオ地域の3つに
分けることができます。この3地域の
人口、域内総生産（GDP）を比較す
ると、人口の約6割弱、GDPの約7割
が首都マニラのあるルソン地域に集
中しており、この地域格差が大きな
課題となっています（図表1）。ルソン
地域の中心が、フィリピンの政治・経
済・文化の中心であるメトロ・マニラ
（マニラ首都圏）、ビサヤ地域の中
心が世界的なリゾート観光地として
名高いセブを中心としたメトロ・セブ

（セブ都市圏）、そしてミンダナオ地
域の中心となるのがダバオ市を中心
としたメトロ・ダバオ（ダバオ都市圏）
です。マニラやセブは馴染み深い地
名かと思いますが、「ダバオ」はあま
り聞き慣れない地名ではないでしょう
か。「ダバオ」はフィリピン「第3の都
市」と言われ、歴史を紐解くと日本と
の関わりが深く、そして今、投資先と
してもにわかに注目されています。今
回は、このフィリピン第3の都市「ダバ
オ」についてレポートします。

ルソン地域やビサヤ地域は16世

紀後半にスペイン統治が始まり、経
済や文化が発展したのに対し、ミン
ダナオ地域ではその統治の始まりは
19世紀と遅く、発展が遅れていまし
た。20世紀初めに日本人移民がマ
ニラ麻（アバカ）の栽培を開始し、農
園経営を始めたことによって、ダバ
オは発展したとされています。1930
年代には約2万人の日本人移民が
当時「東南アジア一」と言われた日
本人社会を形成し、ダバオの政治を
実質的に支配していました。現在で
も、日本式の古い家屋や石碑などに
当時の日本人社会の名残を見るこ
とができるほか、歴史資料館には、
写真や資料が数多く展示されてお
り、日本語の地名や商店、人名など

はじめに1

日本とのつながり
“マニラ麻（アバカ）とバナナ”2

が記載されたダバオ中心街の地図
や日本語表記の教科書など当時の
日本の影響の大きさを感じることが
できます。ちなみにこのマニラ麻（ア
バカ）は、ロープや紅茶のティーバッ
グなどのほか、日本の紙幣の主原料
として現在も使用されています。
主要産業は農業で、マンゴー、パイ

ナップル、バナナ、カカオ、コーヒー
など熱帯作物の生産が盛んで、これ
らを加工、輸出するため日本の総合
商社をはじめ、多くの多国籍企業が
投資しています。フィリピンと言えば
「バナナ」をイメージされる方が多
いかと思いますが、日本が輸入する
バナナの約80％（2017年輸入量）が
フィリピン産でそのほとんどがこの
地域で生産されています。また、漁
業も盛んで、キハダマグロなどが日
本へ輸出されています。

現在、ダバオの経済は大きく発展

しており、2017年GDP成長率は年
率10.9％と二桁の伸びとなっていま
す（図表1）。以下では、これほどの
急成長を遂げ、また注目される要
因をこの地域の特徴とともに考察し
ます。

（1）地理・気候
ダバオはフィリピン南部ミンダナオ
島の南東に位置しており、経済成長
が進むシンガポールやマレーシア、イ
ンドネシア、ブルネイなどへのアクセ
スに恵まれています。また、台風被
害が多いフィリピンですが、この地
域は台風が発生する海域よりも南
に位置していることから台風が上陸
することが少なく、雨季と乾季の境
目もあいまいで年中一定の気候で
あることも特徴です。

（2）豊富な資源
同地域は、熱帯作物をはじめとし

た農水産物、石油や銅など手つか
ずの鉱物資源、未開発のビーチや
フィリピン最高峰アポ山などの観光

資源にも恵まれています。近年では
カカオや鰻が注目されており、ミンダ
ナオカカオ産業開発協会によると日
系大手製菓メーカーがチョコレート
製造工場の建設を計画しているそ
うです。また、ダバオ近郊には国立
フィリピン大学ミンダナオ校をはじめ
約40の大学があり、教育環境が充
実しています。一方で、マニラで働く
ワーカーにはダバオ出身者が多く、
同地域に職がないため止む無くマ
ニラで働いているといった話をよく
耳にします。現在、マニラやセブへ
流出しているこうした高度人材を、
マニラなどと比べ低い賃金水準で
確保できるため、欧米のIT企業や
BPO企業（ビジネス・プロセス・アウ
トソーシング企業、企業業務の外部
委託を受ける企業）が多く進出して
おり、近年のダバオの急速な成長に
繋がっています。IT・BPO企業向け
のビジネス・パーク（産業団地）も開
発されており、今後海外からの更な
る投資が見込まれています。

（3）治安
ダバオは、イスラム勢力との抗争
によって今でも政府による戒厳令が
布かれるミンダナオ地域にあります
が、フィリピンで「最も治安のよい街」
と言われており、日本外務省が発表
する危険レベルはマニラやセブと同
レベルに設定されています。確かに、
同市を訪れるとゴミの少ない街並み、
屋外での喫煙者や歩道以外で道路
を横切る人すらあまり見かけること
はなく、マニラやセブよりも高い秩序
が保たれていることを実感します。
街中には防犯カメラが多く、主要道
路の一部では車の速度が時速30㎞
に制限されているなど安全が徹底さ
れています。これは約20年間市長を
務めた現大統領ドゥテルテ氏の徹
底した施策によるものであり、ダバオ
の現状がフィリピン国民の大統領へ
の期待と人気に繋がっていると言わ
れています。ただ、ダバオから少し広
域に目を移すとイスラム勢力との抗
争が続いている地域もあり、海外か
らの投資の足かせとなっています。

（4）インフラ整備と
　  都市開発計画
現在、政府が推進しているインフ

ラ整備計画「ビルド・ビルド・ビルド」
において、ミンダナオ鉄道網をはじめ
高速道路や橋梁の建設、湾岸整備
など同地域に関連する計画が数多
く掲げられています。並行してダバオ
の都市計画も進行しており、教育や
医療、観光等の分野でも公共投資
事業が推進され日本もＯＤＡ（政府
開発援助）によってこうした事業を
支援しています。こうした積極的な
公共投資事業が投資環境の改善
に繋がるものと期待されます。

（5）ドゥテルテ大統領
ダバオは、現大統領が市長を務め
たいわばお膝元です。過去の歴代
大統領がルソン地域出身者で占めら
れる中において、初のミンダナオ地域
からの大統領であり、今まで実現しな
かったインフラ整備等の計画やおよ
そ40年にわたり政府と対立している
イスラム勢力との和平に向けた取組

みなどが加速しています。また、昨年
には安倍首相も訪問するなど海外の
要人を招待することも多く、ダバオが
注目される機会が増加しています。

ミンダナオ地域は、フィリピンの中
でも特に治安が安定せず、ネガティ
ブな情報が先行しがちです。一方で、
ダバオの農業・製造業・サービス業
などにおけるポテンシャルの高さは
内外から評価されており、日系企業
では昨年ユニクロが2店舗を出すな
ど関心が高まっています。経済発展
に不可欠なイスラム勢力との和平に
ついては、今年7月の関連法案発効
により節目を迎えると言われています。
また、報道によれば東京―ダバオ間
を結ぶ直行便就航も検討されてい
るなど1930年代の日本とダバオのよ
うに、その距離が再び縮まる日も近
いかも知れません。

（2018.8.17）

出所：フィリピン統計局発表データより筆者作成　
（＊）メトロ・セブは中ビサヤ、メトロ・ダバオはダバオ地方のデータを使用（2017年データ）

地域および都市圏別人口・GDPの比較図表1

出所：フィリピン統計局発表データより筆者作成（2017年データ）
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